
これから、研修を始めます。

本日のテーマは、「新型コロナウイルス感染症に関わる人権

への配慮について」です。
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本日の研修内容は、

１ 人権学習や人権研修を振り返る

２ コロナ差別やコロナいじめの防止

３ 児童生徒の感染が確認された際の指導

４ ワクチン接種の有無による差別やいじめの防止

です。

2



はじめに、コロナ差別について考える前に、わたしたち自身

のことを振り返ってみましょう。
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これまで自分自身が学んだ人権問題や人権学習の授業実践などを思

い出してみましょう。また、そのことは、新型コロナウイルス感染症

に関する偏見・差別の問題に共通するところはないか考え、話し合っ

てみましょう。（時間５分程度）

それでは、いくつかの班に発表してもらいます。１分程度でお願い

します。（時間３分程度）

ありがとうございました。研修の初めに、いろいろな気づきがあっ

たようですね。

さて、コロナ差別の問題は、新しい問題ですが、わたしたちは、人

権教育を通じてさまざまな人権問題に向き合い、人権尊重の意義や偏

見・差別の不合理について学んできました。

4



例えば、ハンセン病問題を想起した方も多かったのではないで

しょうか。ハンセン病患者に対しては、国によって隔離政策がとら

れました。また、行政・国民一体で行われた無らい県運動もありま

した。これらは、ハンセン病患者を地域社会から排除するだけでな

く、ハンセン病への偏見や患者へのスティグマを強化することにな

りました。その偏見・差別は、家族や親族に及び、「死んでなお故

郷に帰れない」遺骨が、現在も療養所の納骨堂に多数収められてお

り、この強制隔離がもたらした社会的な影響の大きさが分かります。

他にも、ＨＩＶ感染者・エイズ患者、東日本大震災の福島県から

の避難者、水俣病患者などを想起した方もいるでしょう。社会から

の排除で、同和問題や在住外国人、出所した人などを想起した方も

いるでしょう。
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これらの偏見・差別の構造を客観的に捉えてみましょう。

多くの人権問題において、差別する側には、差別する意思や意図

はない場合がほとんどです。自分の安全を守るため、相手のため、

社会のためなどの理由があって行動します。ウイルスや細菌だけで

なく、偏見や世間も見えませんが、その見えないものを見える

「人」に置き換え、「危険」などとレッテルを貼り、その「人」を

遠ざけようとします。また、自分や家族等が差別を受けないように、

その問題と関係を持たないようにします。さらに、インターネット

の発達した現代では、個人を特定して、その個人情報やプライバ

シーを公開することもあります。

このような行為を受ける側からすれば、合理的な理由もなく人と

のつながりを拒否され、地域社会から排除されることにもなりかね

ません。このような行為は、差別やプライバシーの侵害であり、許

されることではありません。
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次に、コロナ差別やコロナいじめの防止についてです。

（配付したリーフレット「新型コロナウイルスに負けない 感

染防止と人権への配慮」をご覧ください。）
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新型コロナウイルス感染症について確認しておきましょう。

（スライドの３つを読む。）
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コロナ差別やコロナいじめを起こさないためには、不安な気

持ちに向き合い、正しい判断をすることが大切です。

落ち着いて状況を整理し、自分の気持ちを見つめ、不安な気

持ちの原因がどこにあるのか、その不安が自分の態度や行動に

どんな影響を与えているのか、振り返ってみましょう。
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「コロナ差別やコロナいじめの防止」のまとめです。

（スライドを読む。）
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次は、児童生徒の感染が確認された際の指導についてです。
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本校の児童生徒に新型コロナウイルス感染症の感染が確認さ

れた場合、コロナ差別やコロナいじめが起きないようにするた

め、児童生徒に対してどのような指導が必要でしょうか。話し

合ってみましょう。

（時間５分）

ありがとうございました。大切なことは、話合いの中でしっ

かり出ていたようですが、皆さんで確認していきましょう。
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児童生徒への指導内容は、大きく３つあります。

（スライドを読む。）

一つずつ具体的にみてみましょう。
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まず、感染した児童生徒への偏見・差別は許されないことに

ついてです。

（スライドを読む。）
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２つめは、感染した児童生徒を特定しようとしたり、噂話を

したりしないことについてです。

（スライドを読む。）
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３つめは、感染した児童生徒の個人情報等をインターネット

上に掲載しないことについてです。

（スライドを読む。）
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それでは、指導後に、新型コロナウイルス感染症に関して、次の

ように児童生徒が尋ねてきた場合、どのように対応しますか。

Ａ 先生、感染したのはだれですか。

Ｂ 先生、感染した人のせいで～ですか。

～の部分には、部活動の大会等への不参加、学校行事の中止等を

当てはめて考えます。

それでは、どちらか一つを選んで、話し合ってみましょう。

（時間 ５分）

ありがとうございました。

いろいろな御意見があったようですが、対応のポイントを確認し

ていきましょう。
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まず、Aの感染者が誰か、尋ねてきた場合の対応です。

（スライドを読む。）
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次に、Bの感染した児童生徒を責めるような発言があった場

合の対応です。

（スライドを読む。）

感染した児童生徒だけでなく、他の児童生徒も不安やストレ

スを抱えている可能性があることを忘れてはいけません。感染

した児童生徒を心配している気持ちを持っていることもあるで

しょう。

不誠実な対応や頭ごなしに叱るのではなく、児童生徒の気持

ちに寄り添い、理解に努めた上で、指導することが大切です。
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また、直接、わたしたち大人に言ってこなくても、児童生徒

同士で噂話をしている場面に出会うことがあるかもしれません

が、その対応は基本的には同じです。

（スライドを読む。）
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最後は、ワクチン接種の有無による差別やいじめの防止につ

いてです。
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報道等でもありましたが、児童生徒にワクチン接種をしたか

どうか、挙手したり個別に聞き取りしたりする行為について、

どんな問題があるのかを考えて、話し合ってみましょう。

（時間 ５分）

ありがとうございました。

大切なことは、話合いの中でしっかり出ていたようですが、

皆さんで確認していきましょう。
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問題は、大きく２つあります。

（スライドを読む。）

一つずつ具体的にみてみましょう。
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まず、ワクチン接種への個々の事情や意向が必ずしも尊重さ

れず、同調圧力を生じかねないことです。

（スライドを読む。）

学校では、児童生徒に挙手させて、いろいろなことを聞き取

ろう、あるいは調べようとしますが、尋ねる前に、同調圧力を

生じさせはしないか、同調圧力を利用して物事を進めようとし

ていないか、立ち止まって考えることが大切です。

時に同調圧力が、好ましい行動を促す力になる場合もありま

すが、息苦しさや反対の声を上げにくい雰囲気につながりやす

く、すべての子どもたちにとって、過ごしやすい学校・学級づ

くりとはなりません。好ましい行動への変容は、子どもを信じ

てじっくり取り組みましょう。
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もう一つは、合理的な理由もなく尋ねることは、プライバ

シーの侵害につながりかねないことです。

（スライドを読む。）

個人のアイデンティティやプライバシーに関すること、例え

ば国籍、民族、障害の有無、既往歴、家族の状況等、これらを

無遠慮に尋ねられることは、プライバシーを侵害されたと感じ

る人もいます。自分のことをどこまで話すかは、その人自身が

決めることです。教師による質問だけでなく、児童生徒同士の

会話の中にも、カミングアウトの強要やアウティングにつなが

りかねないものがないか、普段から留意してください。
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ワクチン接種の有無による差別やいじめが起きないよう児童

生徒に指導する内容を確認しておきましょう。

（スライドを読む。）
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（スライドを読む。）

研修、お疲れ様でした。
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